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要約
背景
持続可能な開発目標(SDGs)を達成し、貧困をなくし、地球を守り、

2030年までにすべての人々が平和と繁栄を享受できるようにするた

めには、一致団結した効果的な行動が必要である。

都市の急成長と都市の脆弱性の台頭を踏まえ、都市特有の課題に

取り組む開発プログラムが明らかに必要とされている。都市の脆弱

性とは、「政治的、経済的、社会的、環境的なリスクが動的かつ相互
に関連し合うために、 都市システムが中核的な機能を果たせないこ

と」、と私たちは定義する。

ユースプログラムの取り組みは、SDGsを達成するために最も有望な

介入策のひとつである。しかし、そのような取り組みを都市の文脈で

効果的に計画し、実施することに関する実証的根拠は、世界的に不

足している。

プラン・インターナショナル
プラン・インターナショナルは、子どもの権利と女の子の平等を推進

する独立した開発・人道団体である。プランの専門分野はユースプロ

グラムである。具体的には、女の子、男の子、ユースが変化の原動

力となるための支援、ユースに対し雇用のためのスキル習得や雇用

機会を広げる支援、そしてユースに対する暴力からの保護を行って

いる。私たちは、世界中の女の子とユース女性の平等を推進するた

めに、ジェンダー・トランスフォーマティブ・アプローチを用いている。

報告書の目的と内容
本報告書では、エチオピア、ケニア、ウガンダ、ジンバブエの４カ国にお
ける都市の脆弱性の現れ方と、プランの安全で包摂的な都市（SAIC）

プログラムが2018～2021年にかけて、これらの国々で都市の脆弱性

にどのように取り組んだかを概観する。このプログラムは、デンマーク

外務省管轄のデンマーク国際開発庁から資金援助を受けている。

プラン・インターナショナルは、15～25歳のユース、コミュニティ組織

（CBO）、市民社会組織（CSO）とともに、大都市 における脆弱性の問

題に取り組んだ。このプログラムは、貧困下のコミュニティと協力し、疎

外されたユース女性や男性を含むユースの包摂を確実にする取り組み

である。

本報告書は、プログラム活動の最終的な質的評価から得られた、今後

のプログラム介入と政策のために重要な洞察と学びを要約したもので

ある。ユース女性や女の子、ユース男性や男の子の具体的で多様な生

活体験を説明するために、可能な限り調査結果を細分化している。

追加報告書では、特定のプログラム分野（暴力の防止と削減、ディー

セント・ワーク（働きがいのある仕事） 、市民参加）に関する主要な成果

を探る。これらの報告書は、ここで示された知見が、プログラム終了時

に収集された量的評価データによって、いつ、どのように裏付けられた

かを記す。

Jackline、21歳、女の子には危険なバイクタクシー
の後ろに乗る

Pl
an

 In
te

rn
at

io
na

l /
 Q

ui
nn

 N
ee

ly



4

都市の脆弱性に取り組み、ユースにとって安全で包摂的な都市を実現する

都市研究シリーズ第1報//2022年7月発行

主な調査結果
「最も重要な変化の物語(MSC)」、ユースたちとのフォーカス・グループ・

ディスカッション(FGD)、重要な情報提供者インタビュー(KII)の記述によ

ると、このプログラムは、都市コミュニティでのユースの暴力の防止と削

減、ユースがディーセント・ワークを見つけ、創造し、維持する能力、そし
てユースの市民参加に貢献している。

地元市当局やステークホルダーがユースに対して抱く否定的な認識

は、ユースのディーセント・ワークへのアクセスや市民参加に影響を及

ぼしている。ユースを暴力の主な加害者とみなす態度を含む、否定的

な認識の中には、地域社会に根付いているものもあり、このような態度
はユースの疎外を助長する傾向がある。

安全に関する介入（暴力のホットスポットをマッピングし、暴力、ハラスメ

ント、薬物使用などの問題について仲間を啓発することを含む）にユー

スを参加させ、家父長的規範に取り組むことは、コミュニティにおける安

全と安心感を高めることに成功していると認識されている。同様に、

ユースに影響を及ぼし搾取的な職業に従事させるような、より広範な社

会的・経済的状況に取り組むことは、ユースが暴力にさらされるリスクを
減らすと考えられている。

職業スキルや一般的なビジネススキルの向上、ユースの事業立ち上げ

を支援する地方自治体や銀行へのアクセスの促進は、ユースがディー

セント・ワークを得る上で有益であると広く認識されていた。参加者は、

貯蓄グループが資金計画の改善に役立ち、起業に携わるユースのピア
サポートになったと報告した。

ユースが自身の権利に関心を寄せ、彼らが市当局と対話する機会を提

供することは、ユースの市民参加を促進すると考えられている。後者は
また、都市全体の回復力を支えるものであるとも議論された。

プログラムの成功や規模拡大の障壁には、以下のようなものがある。

● 家父長的で差別的な社会規範、ユースに対する否定的な認識

● 司法制度の欠如と、この制度内の当局やステークホルダーの変化
への拒否反応

● COVID-19

● 地元の統治機構とサービス機構の限定的なプログラムへの関与

提言
以下の提言は、プログラムに携わる専門家や、地元コミュニティでプロ

グラムとその効果について議論するユースを含む、調査参加者から出

された提案に基づいている。また、プランの技術専門家の意見も、ここ

で取り上げている。

ユース、特にユース女性や女の子にとって、都市をより安全で包摂

的なものにするためには、プログラムは以下の点に配慮すべきだ。

● 複数セクターの協力体制を確立し、教訓を効果的に共有すること

● 特定のコミュニティではなく、都市全体にプログラムを拡大すること

● 公共スペースにおける暴力とハラスメントをターゲットとすること

● ユースの主体性を強化すること

SAICのプログラムは、特に地元組織や市当局と緊密な協力とパート

ナーシップのもとで実施される場合、また、都市に蔓延するユースに

対する否定的な見方やステレオタイプを直接ターゲットにする場合、
ユースプログラムが都市の脆弱性に対処することを実証した。SAIC
は、都市における失業と暴力の間に深いつながりがあることを認識

し、この問題に総合的に取り組んだ。これには、ディーセント・ワーク

の機会を創出・支援し、暴力の加害者をそうした介入に関与させるこ

とが含まれる。ユースの自尊心と自己評価を強化し、市民参加の機

会を創出することで、このプログラムは都市の脆弱性への対応にさら

に貢献し、中長期的には都市の回復力を支えることになる。

ユースや女性は、自身の問題を安
心して役人に話すことができる
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背景
本書は、プラン・インターナショナルの「都市研究シリーズ」 の最初の報
告書である1。本報告書では、脆弱性の概念と都市の脆弱性の起源を
紹介した後、SAICプログラムの概要を紹介している2。このプログラム
は、デンマーク外務省管轄のデンマーク国際開発庁から資金援助を受
けている。

本報告書では、2018～2021年にかけてサハラ以南アフリカの多様な４

カ国で実施されたSAICについて、変革の理論とプログラム実施につい

て概観している。そして、KII、FGD、MSCをもとに、プログラムの質的最

終評価から得られた主要な知見を紹介している。この調査結果は、プロ

グラムの成功とその影響に関するすべてのステークホルダーの認識、ま

たプログラムの強化と規模拡大のための教訓と考慮事項を表している。

本書は、1）暴力の防止と削減、2）ディーセント・ワーク、3）市民参加に

焦点をあてた3つの報告書の背景情報を提供するものである。これらの

報告書は、SAICプログラムの量的評価を活用し、ここに示された知見

がどの程度支持されているかを明らかにするものである。

都市の脆弱性：言説と起源

脆弱国家の言説
脆弱性は、世界的な発展において、国家とその国家がさらされている
紛争の状況との関係で、これまでも議論されてきた3。「脆弱で紛争の影
響を受けている国家」とは、紛争が活発で、国家が国民の基本的な
ニーズを満たすことができない、あるいは満たそうとしない状況を表す
造語である4。

紛争の直接的な余波は、人命の損失、負傷や障害、国内または近隣

諸国への移住、物理的インフラの破壊、食料や医薬品などの必需品の

サプライチェーンの混乱など、大きな課題をもたらす。しかし、国家の能

力や制度は紛争によって弱体化しているため、住民のニーズを満たす

ことはできない5。

2030年までに、22億人（世界総人口の
26％）が脆弱性の影響を受けることになる6。

2000年代に入ると、「脆弱な環境」が急増した7。紛争が広がる一方で、

気候変動の影響や、自然災害の頻発により、紛争と同様の被害がもた

らされると認識されるようになった。また、ある環境における経済的

ショックが、別の環境で危機を引き起こすことも増えていた。世界の開

発コミュニティは、こうした多次元的なリスクもまた「脆弱性」を生む可能

性が高いことを認識した8。

脆弱性の多次元的でダイナミックな性質が認識されたことで、開発や人

道支援の実践と調査における言説が変化した。より社会的、政治的に

配慮したプログラムが求められるようになり、脆弱性と、それが住民や

人的資本にどのような影響を与えるかを理解するための調査がさらに

行われた。

経済協力開発機構（OECD）のStates of Fragilityシリーズは、2016年

にこの問題を提示し始めた。同シリーズでは、社会的、環境的、安全保

障的、政治的、経済的な脆弱性リスクは、どのような国にも、現在およ
び今後において影響を及ぼしうると指摘している。最近のCOVID-19の

パンデミックとその余波により、このことはより鮮明になった。最も重要

なことは、このシリーズが、健康も富も、脆弱性に関連するリスクや課題

から国を守るものではないことを示していることである9。

脆弱な状況に暮らす人々の77％にあたる

4億6,000万人が極度の貧困状態にある。
COVID-19によって、この数は少なくとも

2,600万人増加したと予想される10。

都市の脆弱性の出現
最近になって、都市の脆弱性に関する対話や議論が行われるように

なったのは、主に２つの理由からである11。第一の理由は、世界人口の
50％超がすでに都市に集中しているのに加え、都市部への流入が衰

える可能性が低いことである。都市は現在、多くの国において最も人口

の多い空間であり、その国が自由に使える社会的・経済的資本のほと

んどが集まっている12。また、都市は複雑なシステムであり、独自の組

織原理と、そこにいる主体の関心と行動に従って自律的に運営され、

成長している13。そのため、都市は脆弱性に関連するリスクに対処する
最前線となる必要がある。

第二の理由は、都市化の進行がアフリカ、アラブ世界、アジアにおいて

最も早く、集中していることである。これらの地域は、植民地主義による

暴力に根ざした歴史的遺産があり、今も重要で多様なリスクにさらされ
ている。アフリカ戦略研究センターは、2018年の報告書「From Urban 
Fragility to Urban Stability」の中で、都市におけるユースの人口増加

とともに、急速で規制のない都市化が、コミュニティ暴力のリスクを増大

させる可能性があると指摘している14。

脆弱な状況にある人口の43%が都市部で
暮らしている15。

アフリカ最大の都市スラム、キベラ、ケニア
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係がある
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都市の脆弱性の枠組み
De BoerとMuggahは、都市の脆弱性の枠組みを提示し、都市が脆弱

であるかどうか、また、どのように脆弱であるかを決めるマクロレベルの

主な要因を明らかにしている16。この枠組みを再作成したのが、図１で

ある。図１では、これらの脆弱性の要因に対応する７つの主要な領域が
強調されている。Igarape Instituteは、公開されている指標とデータを

用いて、各領域において個々の都市とその脆弱性を採点している。各

都市は、枠組みの各領域について１～５点までの得点を得ることがで

き、最後に都市の平均得点が算出される。平均点が１～２点の都市は

脆弱性が低く、２～３点の都市は脆弱性が中程度、３～４点の都市は脆
弱性が高いと分類される。

De Boerの脆弱性の枠組みを適用すると、世界全体で1,404都市が平

均レベルの脆弱性を示し、さらに284都市が極めて脆弱であると特定さ

れた。極めて脆弱な都市が最も集中しているのは、アフリカ、中東、中

央アジアである。これらの都市がすべて低所得国に集中しているわけ
ではないことは注目に値する。40超の極めて脆弱な都市が高位中所得

国である17。

「都市が脆弱性を露呈するのは、内的・外的リスクの顕在化に

よって中核的機能を果たせなくなったときである。リスクには、

政治的、社会的、経済的、環境的なものがある」18。

都市の脆弱性と、社会、経済、安全保障、政治、環境に関連する多次

元的な国家の脆弱性との関係は、否定できない19。将来の世代を直接

形作る複雑な都市システムが進化し続ける中で、この脆弱性に対処す

ることは、国連新都市アジェンダ20と「包摂的で安全、強靭で持続可能な
都市(SDG 11)」の実施に向けて協力する国際組織にとって、重要な優

先課題である21。

実際、De BoerとMuggahは、脆弱性に関連するリスクを直接軽減し、

対処したり、長期的に予防したりするためのレジリエンス戦略や取り組

みを明らかにしている22。若い世代に焦点を当てた戦略は、現在と将来

の両世代に対して回復力を生み出す可能性があるため、特に有望であ

る。しかし、都市の脆弱性に対処するためにどのような取り組みが最も

効果的で、実施しやすく、持続可能であるかについては、ほとんど実証

的なデータがない。

図１：都市の脆弱性の枠組み

急速かつ無秩序な
都市化

都市化が急速に進み、非公式
な居住地やスラムが多い都市
は格差があり、これが犯罪の

多発に関係している

失業
失業率の高さ、特にユースの失業率の高さによ

り、都市は暴力の影響を受けやすくなる。失業率

の高さと殺人的暴力は高い相関関係がある。

貧困の集中
人口の40％超が貧困層である
地域は、学校の成績が悪く、住
宅の質が低く、取り締まりが厳
しく、最終的に犯罪率が高くな

る可能性が高い

取り締まりと司法の
欠如
警察や司法制度をはじめとす
る公的機関や義務者に対す
る不信は、脆弱性の特徴であ
る。

現実の不安と認知
された不安
社会的結束の欠如は、犯罪
や暴力の多発に直結し、不安
を長引かせる。

自然災害
突発的なショックや継続的な
ストレスは都市インフラをむし
ばみ、住民に大きなストレス
を与え、経済活動を損なう。

図は、De Boer、Muggahによる都市の脆
弱性枠組みに基づく16 
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プラン・インターナショナルのSAICプログラムは、多様で相互に関連す

る脆弱性の要因に取り組むために設計された。都市空間における脆弱

性の高まりを強調した2016年のOECDのStates of Fragility報告書を受

けて、プラン・インターナショナルは、SDGsに示された優先事項（対象と

なるSDGsについては図１参照）の達成に向けて、そのプログラムの専

門知識をいかし、貢献する機会になると認識している。

地方と都市の文脈
SAICは2018年にエチオピア、ケニア、ウガンダ、ジンバブエの４カ国で始

まった。これら４カ国は、急速な都市化、類似した脆弱性の課題に直面す

る都市部のユース人口の割合の高さ、プランと市民社会のパートナーが

存在することなど、各国の環境にいくつかの共通する特徴があり選出さ
れた。それぞれの国や都市に関する主な詳細を以下にまとめ、SAICの

介入の背景を説明する。

市当局とステークホルダーとは 

市当局： 特に子どもとユースの権利を擁護する、市民に対する義務

者としての法的義務を負う統治当局や、 子どもとユースに対する法

的責任を負う警察、保健、教育部門などのサービス提供者が含まれ

る。

都市のステークホルダー：メディア、民間セクター、国連などの多国

間組織など、子どもやユースを取り巻くより広範な環境を形成する

都市内のアクターが含まれる。

文脈の概要
● 最近のデータは限られているが、各SAIC実施都市のユースの失業

率は高く、薬物使用、非正規の搾取労働、暴力や犯罪にユースを駆
り立てている可能性が高い。

● 各国とも、いわゆる「怠け者」とされるユースを疎外しようとする政策

や、生計を立てるために軽犯罪に手を染めるユースに対する社会的
評価の低さによって、ユースは差別されていた。

● 上記の結果、貧しい都市部のユースは疎外され、搾取される可能性
が高い。

● 不平等な力関係や有害な社会規範は、特に女の子やユース女性を
排除する傾向がある。

● 限られた教育や訓練の機会、否定的なステレオタイプ、不安定さに

よって、ユースが都市をすべての人にとって包摂的な空間に作り変え
ることに貢献する能力や方法が限られている。

コミュニティの暴力や犯罪は、都市における脆弱性の要因であると同時

に、脆弱性による影響でもある。ユースの暴力や犯罪に取り組むこと
は、将来の世代や彼らの行動、機会を形成する上で優先事項である。

しかし、暴力や犯罪は通常、コミュニティの成人（26歳以上）の間で最も

多いため、ユースプログラムの効果は短期的には控えめとなる可能性

がある。

安全で包摂的な都市プログラム

Faridah、19歳、はカンパラの安全なまち
づくりのメンバーだ
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エチオピア
領域 主要事実

都市化 人口の 22%が都市部に住み、64%
が非公式な居住地やスラムに住んでいる
23。

争いと暴力 活発な争い。 2016年、身体的・性的に

親密なパートナーからの暴力(IPV)を経

験した女性の割合は、過去12カ月間で

20% 、生涯で28% と推定されてい
る24。

失業 2013年のデータでは、15～24歳の失

業率は 3.5%、26歳以上の失業率

は1.7%と推定されている25。これら

の数値は少なく見積もられている可能
性が高い。

CIVICUSによる市

民スペースの評価

抑圧：市民スペースが著しく制

限されている26。

SAIC実施都市 アディスアベバは、Igarape Instituteに

より、脆弱性が中程度の都市とされてい
る（得点2.44）27。

エチオピアが経験している政治的、経済的、社会的な課題、そして
SAICプログラムが脆弱性の要因として対象としている課題は、その歴

史的背景の中で理解されなければならない。1991年、エチオピア人民

革命民主戦線が政権を獲得し、2019年まで政権を維持した。この間、

特に構造調整プログラムの実施による経済的ストレスから、ユースの
失業が同国の大きな課題となった。

1994年に実施された調査では、35歳未満のユースが都市部の失業者

の90％を占めていると推定された。調査者は、「雇用機会を提供する

国家の能力の著しい低下により、都市部のユースの失業につながって

いると考えられる。さらに、学歴と雇用機会のミスマッチも大きな要因で
ある」と指摘した28。2020年以降の若年層の失業に関する調査では、

この問題は継続していると結論づけられている。著者は、2018年の調

査で若年失業率は26％と推定され、特にユース女性が影響を受け、

失業状態が長引いていると指摘している 29。

ユースの失業という課題は、特に都市部に住む活動的ではないユー

スの疎外を助長している30。ギャングによる暴力の増加とともに、自身

の願望を実現できないユースの不満や、公共政策や政府関係者など
による差別が、ユースの暴力行為をさらに助長している。Peddrazini
は「都市における暴力は、北部であれ南部であれ、ほとんどの場合、

『いつもの容疑者』、すなわち貧困地域に住むユースのせいにされて

いる」と指摘している31。

アディスアベバでのプランの
都市園芸プログラム
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ケニア
領域 主要事実

都市化 総人口の28%が都市に住み、急速に都

市化が進んでいる。都市人口の

47%が非公式な居住地やスラムに住ん

でいる 32。

争いと暴力 活発な争いはない。2014年、身体的や性的
なIPVを経験した女性の割合は、過去12カ

月間で25.5%、生涯で

40.7%と推定されている33。

失業 2019年のデータでは、15～24歳の失業率

は12.9% 、26歳以上の失業率は3.4%
と推定されている34。これらの数値は過小評
価である可能性が高い。

CIVICUSによる市

民スペースの評価

阻害：市民スペースは、地元の権力者に

よって争われている 35。

SAIC実施都市 ナイロビとキスムは、Igarape Instituteに

より、脆弱性が中程度の都市とされている
（得点2.38と2.8）36。

IMFの構造調整プログラムの実施によってもたらされた経済不況の

後、1992年に民主的な開発国家の実現を明確な使命とする国民虹の

連合が政権を握った37。この政権移行と並行して、急速な都市化と国
民、特にユースの都市への移動が起こった。

同国では、政治的・経済的な課題が続いており、都市における暴力は日

常的に大きな問題となっている。暴力を誘発する転換点は特定されてお

り、政治家が乱暴な言葉を使う、不平等で非常に高い家賃の値上げが

ある、警察がユースに嫌がらせをする、選挙が不正に行われる、コミュニ

ティが決定を不公正なものと認識する、などがあげられている38。こうした

転換点は、具体的かつ広範な形でユースに影響を及ぼす。例えば、地

元市当局がユースに賄賂の支払いを要求し、その要求に応えなかった

場合に逮捕されたり、過剰な力が行使されたりした例がある。これは公

的機関への信頼を損ない、都市部のユースの絶望感を助長している。

多くの都市部のユースにとって、薬物使用は対処戦略となっており、さら
なる暴力を誘発することも多い。

都市部のユースへの経済的・市民的エンパワーメントは、暴力の課題

に取り組むための重要な手段のひとつと考えられているが、その都市

の当局やステークホルダーの間にある否定的なステレオタイプにも同
様に取り組む介入がなければ、これらは成功しないだろう39。

失業に対処するには、女性の雇用を阻むジェンダー規範にも取り組ま
なければならない。Muyia（2014）は、機会不足のため、女性の失業率

は男性よりも10％高いと推定している40。

Cosmos、33歳、コロナウイルス流行の
中、女の子たちの安全確保に尽力
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ウガンダ
領域 主要事実

都市化 急速に都市化が進むなか、総人口の

25% が都市に住み、都市人口の

48%が非公式な居住地やスラムに住ん

でいる 41。

争いと暴力 争いは活発。 2016年、身体的や性的なIPV
を経験した女性の割合は、過去12カ月間で

30%、生涯で50% と推定されている42。

失業 2013年のデータでは、15～24歳の失

業率は15.6%、26歳以上の失業率

は7.9%と推定されている43。これらの

数値は過小評価である可能性が高い。

CIVICUSによる市

民スペースの評価

抑圧：市民スペースが著しく制約されている
44。

SAIC実施都市 カンパラは、Igarape Instituteにより、非常

に脆弱な都市とされている（得点3.30）。
45

近隣諸国と同様、ウガンダも経済的、政治的に不安定な時期があり、
最近では2021年の選挙結果で紛糾した。カンパラはSAICの実施地の

中で最も脆弱である。

Richmond（2018）は、SAICの実施パートナーのひとつである

ACTogetherが収集したデータを要約している46。カンパラの57のスラ

ムコミュニティで調査を実施した結果、この都市における脆弱性の主な

要因は、不十分な水と衛生設備と不適切な都市計画に関連しているこ

とが明らかになった。非公式な居住地やスラムは、カンパラの都市構

造の一部となっているのは明らかであるにも関わらず、それらは日常

的に受け入れられず、正当化もされず、重大な公衆衛生や社会的リス
クをもたらしている。Kwiringira（2021）は、カンパラでの持続可能な生

活の実現には、経済発展や経済的に活気のある環境の確保だけでは

なく、持続可能な都市化に重点を置いた総合的な都市開発戦略の導

入も重要であると指摘している47。

他のSAIC実施都市と同様、カンパラの失業率、特にユースの失業率

が高い。経済的機会の欠如とスラム街の劣悪な生活環境は、薬物使
用の問題や暴力との関連性を強めている。Swahn（2018）は、「親のア

ルコール摂取、幼少期の虐待、ホームレス、頻繁な大量飲酒や泥酔と

いった飲酒の問題が、アルコール関連の暴力と有意に関連していた。

最も驚くべき発見は、アルコール関連の暴力を報告した者の中に、
ユース女性も男性も同じように含まれていたことだ」と指摘している 48。

Sharon、19歳、は危険と隣り合わせのカンパラ
の非公式な居住区に住んでいる。
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ジンバブエ
領域 主要事実

都市化 総人口の32%が都市に住んでおり、都市

化率は横ばいになっている。都市人口の

34%が非公式な居住地やスラムに住んで

いる 49。

争いと暴力 活発な争いはない。2016年、身体や性的な
IPVを経験した女性の割合は、過去12カ月

間で19.9%、生涯で

37.6%と推定されている50。

失業 2013年のデータでは、15～24歳の失業

率は27.5% 、26歳以上では13.8%
と推定されている51。これらの数値は過小
評価である可能性が高い。

CIVICUSによる市

民スペースの評価

抑圧：市民スペースが著しく制約されている
52。

SAIC実施都市 ハラレとブラワヨは、Igarape Instituteに

より、脆弱性が中程度の都市とされている
（得点2.89）53。

他のSAIC実施国と同様、ジンバブエは1990年代に実施されたIMFの構

造調整プログラムもあって、重大な経済的・政治的課題に苦しんでいた
54。この間、ジンバブエの経済成長はほとんどゼロに等しく、経済成長
を維持するために必要とされる多様な雇用の創出に苦慮していた。

Brett（2005）はさらに、1997年以降、この危機に対処するためにとら

れた政治的決定は、逆に事態の深刻さを一層深めたと指摘している。

例えば、退役軍人への一時金、コンゴ戦争への参戦、暴力的な農場

占拠と接収は、国の発展を大きく後退させる要因となった。農場の接

収は、農業を基盤とした雇用の喪失につながり、都市部への移住が加

速した。困難な経済・政治状況は、特にブラワヨに影響を与えた。マタ

ベレランドの農業の可能性が限られていたため、ブラワヨは歴史的に

都市開発が進み、都市の雇用に依存していた。

Faith、25歳、気候変動ワーク
ショップに参加、ジンバブエ
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プログラムの概要と実施

変革の理論
図１は、都市の脆弱性の多様な要因に対処しようとする SAICの変革

の理論の概要を示している。このプログラムは、de BoerとMuggahの

都市の脆弱性の枠組み55に基づいて特に設計されたわけではない

が、プログラムの目的は、この枠組みの中のいくつかの領域に直接的
に関わるものである(図１参照）。

具体的には、プログラムは戦略的行動をとることで以下の効果が期待さ

れる。

● 都市のユース女性や男性に影響を及ぼす都市の暴力や争いを減少
させる

● 非公式な部門に従事するユース女性と男性が、より安全なディーセン
ト・ワークと持続可能な経済機会を得られるようになる

● ユース女性と男性が、特に安全と経済的機会に関して、都市の統治
に効果的な影響を及ぼすことができるよう、ユース、CSO、CBOの間

に持続的な関係を築く

介入策は、ユースのために、ユース自身が（例えば、ユースの能力と

知識の強化に取り組むことによって）、都市のエコシステムにおける

他のステークホルダー（市当局など）とともに行動することを意図して

いた。このプログラムは、ユース自身と、彼らが生活し働く都市環境に

望ましい変化をもたらすことを目的としていた。

この目的のため、都市のユース女性や男性に影響を与える暴力や脆

弱性に対して、地域に根ざしたエビデンスに基づく対応を行うべく、こ

のプログラムでは地元組織と緊密に連携しながら、アクションリサーチ
も採用して取り組んだ。

SAICは、各国のプランスタッフ、CBO、CSO、そして地元のユースを

集め、プログラムを共同で設計する手法を用いた。これによって、現

地のステークホルダーがプログラムの共同ビジョンと行動計画を策定

することを確実にした。そして、現地のユースたちは、介入策に対し、

主体性を持ち、それぞれのコミュニティで擁護することができるように
なった。

プランは、ジェンダー・トランスフォーマティブに焦点を当てたユース向

けプログラムにおいて豊富な経験と専門知識を持っている。

● ユースの雇用と起業のためのスキルと機会

● 積極的な変革推進者としての女の子、男の子、ユース

● 子ども、ユース女性、女の子を暴力から保護すること

このことは、プランが、都市の脆弱性に取り組む包括的なプログ

ラムを都市環境で設計し、実施する上で、独自の立場にあったこ
とを意味する。SAICプログラムは、都市環境における複数の

SDGs（14頁、図 １参照）の達成に向けて直接取り組む、またとな

い機会を提供した。

1815人 
のユースがユースの安
全技能訓練を受けた

34件 
の安全プロファイルを
ユースが作成

95件 
のユース主導の

安全対策を実施

60回 
の安全な公共交通機関

に関する都市レベルの複

数の関係者会議を開催

151件 
の都市レベルの関係者に

よる取り組みで公共交通

機関の安全性向上を支援

介入の焦点：ディーセント・ワークとユースの経済的エンパワーメントへの介入

2521人 
のユースが技能開発に
参加

16件 
のユース主導の市場
調査が完了

145件 
の取り組みで適正な雇
用を促進

11回 
の都市レベルの複数

のステークホルダー

フォーラムを開催

23件 
の都市レベルの複数のス

テークホルダーの取り組みに

より、ディーセント・ワークの

機会を阻む障壁に取り組む

介入の焦点：ユースの統治と積極的参加

1676人 
のユースが、プログラム
対象コミュニティの183
のユースグループ（貯蓄
グループやCBOを含む）

を組織

7回 
のCSOと政府関係者

との都市レベルの提携

会議を開催

64回 
のユースと地方自治

体による対話の実施

27件 
の社会的説明責任プロセ
スを導入

142 
のユースグループ

が参加型統治の

強化を支援

SAICはどのような行動を取り、誰が関与したのか

介入の焦点：暴力防止と削減　- コミュニティと公共交通機関における安全プログラム
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誰がSAICを導入したのか
このプログラムは、プランのスタッフが、各国のCSOおよびCBOとともに

実施した。参加団体の全リストは、謝辞を参照のこと。

プログラム評価
このプログラムは、徹底した調査、監視、評価により効果を得ている。

評価には、プログラムが各国でどのように受け止められ、実施された
かを理解するために、実質的な質的データ収集（KII、FGD、MSC）を

含む混合手法戦略が用いられた。

本報告書の調査結果は、SAICの最終評価の際に収集された質的

データの検討により明らかとなった主要なテーマを表している。最終評
価で収集されたKII、FGD、MSCを読み、帰納的にまとめ、テーマ別内

容分析を行った。これらの調査結果は、プログラムに関するユースと主

要なステークホルダーの認識を要約し、最新の洞察、プログラムの影
響、将来のプログラムのための教訓を提供するものである。

プログラムの効果を推定するために、対照的な事前・事後調査が同時

に実施された。つまり、各都市や実施場所で、プログラムに参加した

ユースと参加していないユースを含む代表的なサンプルを対象に、異

なる時点で成果を測定したのである。異なる時点におけるこれらのユー
スグループ間の変化を比較することで、SAICの介入の効果を推定する

ことができる。評価方法については、中間評価概要に詳しい説明があ

る33。

表１： SAIC最終評価で収集された質的データの概要

データ収集方法 エチオピア ケニア ウガンダ ジンバブエ

KII 25 16 14 4

FGD 10 16 18 7

MSC 収集なし 1 18 7

総数 33 33 50 18
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Doreenは、プランのSAICプログラムに参加したことで、人生を好転させること
ができた。Doreenは現在、自分のビジネスを持ち、女の子と女性の権利擁護
に尽力している。
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都市の脆弱性を対象とした介入戦略
● 地域ごとに適切な介入策をユースと共同設計する

● 暴力の防止と削減 ：ユースがアクションリサーチに使用する包括的な安全ツール
キットの提供、安全でない空間のマッピング、当局の関与と司法へのアクセスの
強化、コミュニティの感化、ユースの役割や認識を受動的な被害者や加害者から
参加者へと変える取り組み

● ディーセント・ワークと雇用：職業訓練とビジネススキル訓練の保証、事業立ち上
げキットの提供、貯蓄グループの推進

● 市民参加：コミュニティでの対話の創出、ユースの権利と意思決定プロセスへの感
化、能力開発（人前で話すことなど）

動員された資源
● コミュニティに溶け込み、ユースから信頼されて

いるCBO

● CBOと協力して介入策を実施する意欲のある
ユースたち

● 実施に必要な時間や物資を提供してくれる地元
の関係者

図１：SAICの変革の理論

取り締まりと司法
の欠如

所得と社会的不平等現実と認知された不安 失業と貧困の集中
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 主な調査結果
さまざまな国や都市にまたがる質的データから、ユースたちが暴力にさらされている状況、彼らの暴力に対する認識、ユースがディーセント・
ワークを見つけ、創造し、維持する能力、ユースの市民参加に関連して、SAICプログラムがあらゆる効果をもたらしていることがわかった。

1. 暴力防止・軽減に関する
プログラム効果

1.1 安心感
プランがSAICプログラムを実施した都市では、プログラムスタッフと
地元のユースが、安全に関するさまざまな取り組みを実施した。これ
には以下が含まれる。

● 安全監査を実施し、安全でない区域をマッピングし、地元の暴力ホッ

トスポットを特定する

● コミュニティの清掃活動など、コミュニティの社会的責任活動に参加

する

● ユースを安全支持者に育成し、コミュニティの安全に関する仲間同士

の交流を促進する

● 公共交通機関における暴力、犯罪、セクシャル・ハラスメントの問題を

含め、ジェンダーの問題について交通事業者を関与させる

● 暴力の形態に関する啓発を行う

後者には、ジェンダーに基づく暴力についての啓発や、性に基づく差
別の問題、性と生殖に関する健康と権利（SRHR）についての議論も

含まれていた。ユース男性は、このことが日々の行動をどのように変

えたかを指摘した。

「個人的には、プロジェクトで家庭内暴力の影響について理解す
ることできました。例えば、以前はさまざまな形態のハラスメント
があることを知りませんでした。このプロジェクトは、ハラスメント
が女の子に与える影響についても教えてくれました。以前は、女
性に悪いことをしたり、女の子に暴言を吐いたりすることが悪いこ
とだとは知りませんでした。 プロジェクトに参加する前は、私は若

い女の子に性的な誘惑をするような人間でした。　しかし、SAIC
プロジェクトによる啓発のおかげで、そのような悪い習慣をやめま
した。」

MSC、ユース男性、ウガンダ

ユース女性たちは、プログラムの活動に参加することで、公共スペー

スや交通機関をより安全に利用できるようになったと報告した。しか

し、彼女たちはまた、暴力やハラスメントはまだ自身の都市に残って

いると指摘し、そうした状況を失業の蔓延と結びつけて考えていた。

「私は、プランによる啓発のおかげで、この３年間で暴力は減少
したと感じています。ユース男性や女性がエチオピア開発セン
ター（ECD）から暴力に関する研修を受け、それ以来暴力発生

率に減少が見られます。これは、ユース男性が暴力に対する意
識を持つようになったからです。」

FGD、ユース女性、エチオピア 暗い空間を照らすこと
で、すべての人にとって
安全な都市を作る
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ユースは、地域を安全にするために必要な行動を考え、前向きな変化
に関与するよう奨励された。例えば、ウガンダのユースは、SAICプロ

グラムや市当局と協力して、治安の悪い地域に街灯を設置した。

「私たちはコソボの暗い一角をマッピングし、SAICのプロジェク

トにより、私たちが特定した危険な場所に防犯灯が設置されま
した。このプロジェクトによって、一部の壁には薬物使用の危険
性に関する情報がペイントされ、暴力が減少しました。」

MSC、ユース男性、ウガンダ

活動実施後、プログラムの参加者は、コミュニティがより安全

になったと感じていると報告した。

「ECDからコミュニティの安全でない地域を特定する研修を受

けました。私たちは地図上でコミュニティ内の安全でない地域
を特定しました。ジャングルと墓地を特定しました。ECDの助

けでジャングルは取り除かれ、今では地元の人々がその地域
を自由に移動できるようになりました。これに加えて、コミュニ
ティ内に街灯が設置されたので、人々は夕方や夜でも安全に
移動できるようになりました。」

FGD、ユース男性、エチオピア

1 実施都市全体では、犯罪や地域紛争の大部分は25歳以上の成人に関連しているにも関わらず、このことに関するコミュニティの認識は、依然としてユースに対して不平等に差別的なものである。 

1.2 包摂的で差別のない行動 
このプログラムは、疎外されたユース、特に極度の貧困下や、都市の中

で安全でない地域に住むユース女性や男性を対象としている。こうした

地域であっても、さらなる差別が存在する場合がある。例えば、暴力を

振るったことのあるユースや、薬物使用の経験があるユースは、差別を

受けている。同様に、セックスワークに携わるユース女性は、著しい差

別を経験しており、搾取が主な原因とされる、より深刻な性暴力にさらさ
れている（次セクション参照）。

このプログラムは、これらのグループを直接対象にし、ユースに対する

一般的な否定的ステレオタイプを変えようとするものだった。特にこれ

らのユース男性や男の子は、いわゆる「怠け者」として、コミュニティの
争いや暴力の原因とされることが多かった1。このようなグループに関

与することは、風評上のリスクを伴うが、驚くような効果的な結果をもた

らした。

「最初のうちは、『彼らと関わるのではなく、まともな人たちに関

わった方がよい』と思われることもありました。私たちは、リスク

は伴うものの、登録すらしていない非公式グループを巻き込むこ

とから始めました。私たちは、彼らがどのような反応をするかは

わかりませんでした。パートナーとして私が恐れていたのは、犯

罪者やギャングと仕事をしているというレッテルを貼られることで

した。

誰もが公共交通機関を安
全に利用する権利がある
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私たちにとってはリスクを伴うものでしたが、そうした非公式なグ
ループとの関わりを通じて、私たちはある種の変化を目の当たり
にしています。バイクを使うという理由で、あるいはその性格ゆ
えに、敬遠されがちだったユースたちが、このプロジェクトの一番
の広告塔になったのです。」

KII、 Partner-Generation Shapers 、ケニア

これまでに暴力を振るったことのあるユースは、プログラムの啓発活

動やディーセント・ワークへの介入に参加した（暴力の被害者と一緒に

参加することはなかった）。参加したユースは、自身の暴力的行動は、

より広範な都市レベルのギャングによる搾取が原因だったと報告して

いる。プログラムでは、コミュニティと調和し、より安全な生活を送りた

いという彼らの願望を実現するために徐々に支援を行っていった。

「以前はケンカが好きで、ギャング同士の抗争のリーダーでし
た。このプロジェクトが始まったときは、選挙期間中で、コミュニ
ティでは暴力が多発していました。私たちは人を殴るために派
遣されていましたが、時にはお金を受け取り、何もしないことも
ありました。私たちは、以前のような人々を殴る行為をやめまし
た。若い女の子や人々に嫌がらせをしても報われないことに気
づいたからです。このプロジェクトは、地域の人たちとともに生
きる方法、許し、忘れ、恩返しをする方法を教えてくれました。
私たちはやることができたので、暴力はやめました。」

MSC、ユース男性、ジンバブエ

このプログラムでは、性別に基づく差別や薬物使用の有害な影響な

ど、ユースがさらされる可能性のあるさまざまな暴力の形態についての

啓発が行われた。何人かのユース、特にユース男性は、有害なジェン

ダー規範を含め、日常的に都市に現れる多様な形態の暴力に対する

認識が高まったと報告した。彼らはまた、薬物使用のリスクを理解した

ことで、習慣を改めるようになったとも話している。一部のユースは、こ

うした問題について仲間を啓発する活動にも取り組んだ。

「薬物乱用や家庭内暴力に関するコミュニティでの啓発活動は、

暴力を減らすのに大いに役立ちました。なぜなら、まず薬物を使

用する者や人に嫌がらせをする者を特定し、彼らを訓練し、彼ら

が変わったら、仲間のユースたちにも啓発するよう促したからで

す。私たちは、多くのユース女性や男性に薬物使用をやめてもら

いたいと思っています。ユース男性の集団に会うと、いつも薬物

乱用について教えています。防犯灯の設置と薬物に関する情報
を壁にペイントしたことにより、SAICのプロジェクトが始まる前の

数年間と比較すると、コミュニティが変わったのがわかります。」
MSC、ユース男性、ウガンダ

1.3 ディーセント・ワークへの機会
セーフティマッピング活動、暴力の形態に対する啓発、包摂的な反差

別行動だけでは、ユースが陥りうる暴力的状況を未然に防ぐことはで

きない。プログラムのスタッフやパートナーは、搾取的な状況や、より広

範な社会経済的状況に対処するために、セックスワークに従事する女
性と協力する必要性を認識していた。

さまざまなディーセント・ワークへの介入が試みられ（次セクション参

照）、ユースが、代替となる安全で適切な収入を得るための戦略を利用

できるようになった。これは、性産業に従事していたユースが他の仕事

に転職する助けとなると報告されている。

「カウェンペでは以前、多くのユース女性が売春に手を染め、望
まない妊娠をしていました。しかし、プロジェクトが始まり、職業
訓練が提供されるようになると、ユース女性のほとんどが、例え
ば、洋服の仕立て、理髪、パン作りなどの技術習得に取り組め
るようになり、以前のように売春をしなくなりました。私のコミュニ
ティでは、プロジェクトの結果、薬物乱用をするユースの数が減
少しました。ユース男性は機械工学や電気工学などの技術を身
につけました。」

MSC、ユース男性、ウガンダ

「JAZ の助けにより、私たちは資金援助を申請し、なんとか資金

を得てレコーディングスタジオ設置をしましたが、その道のりは長

かったですが、私たちはコミュニティでこれから活躍するアーティ

ストをサポートできるようになりました。今では、街に出て、時間

を気にしながらスタジオを利用する必要もなくなりました。皆、私
たちのことを信頼して、SAICや私たちの活動を知るために毎日

来てくれるようになりました。私たちは、多くのユースを鼓舞する

ことができています。以前は薬物乱用に深入りしていた私たちで

すが、今は変わりました。特に私たちのコミュニティにおいて、

ユースが尊敬できる存在になることができたと感じています。」
MSC、ユース男性、ジンバブエ

ディーセント・ワークを
確保するための新しい
スキルの習得



18

都市の脆弱性に取り組み、ユースにとって安全で包摂的な都市を実現する

都市研究シリーズ第1報 // 2022年7月発行 

2. ユースがディーセント・ワークを見つけ、創造
し、維持する能力に関するプログラム効果

2.1  ビジネスおよび職業技能訓練
このプログラムは、働く能力、ジェンダーによる労働分配、技能開発を

めぐる、ジェンダー・ステレオタイプに直接的に取り組むことで、社会に

おけるユース女性の地位を向上させようとするものだった。すべての実
施都市で、CBOとCSOが仕事に関連するスキルの研修を実施した。こ

れには、履歴書の書き方や面接での立ち居振る舞いといった一般的な

技能の訓練のほか、パン作りや仕立て、ビジネス（事業計画の書き方
や資金調達の申請など）といった職業技能の訓練も含まれた。

ユースは、自身のビジネスを始めるために提供された技能訓練や支援

を高く評価していると報告した。

「JAZを通じて、履歴書の書き方や、就職活動中の面接での立ち

振る舞いについて研修を受けました。また、起業家としての心構

えや、自分のビジネスの売り込み方、財務の扱い方、金融リテラ
シーや起業のための融資の受け方について、Empower Bankを

招いて教えてもらいました。」

MSC、ユース男性、ジンバブエ

「個人的には、このプロジェクトからスキルを得て、現在はモバイ
ル・ジャーナリストとしてさまざまな機会を得ています。例えば、今
年の初めにはカムリでスポンサーチャイルドのストーリーを取材
しました。報酬は200ドルでした。また、CBSラジオや夕方のFM
ラジオなど、さまざまなラジオ局にユースの代表として出演し、公
共交通機関を利用するユースに影響する問題について議論する
機会も得ています。」

MSC、ユース女性、ウガンダ

2.2 起業家精神
プログラムに参加したユースは、可能な限り雇用に応募するよう奨励

されたが、プログラムでは、ユースが自身で起業する可能性も強調さ

れた。プログラム参加者は、市当局や、より広範なステークホルダー

（銀行など）に、自身の事業や起業のための正式な経済支援を申請す

るよう支援された。

「このプロジェクトは私に先見の明を持たせ、事業を経営し、成功
するまでそれを推し進めるよう促してくれました。起業家精神を
持つことで、私は自分の居場所を得たように感じます。このプロ
ジェクトは、ビジネス企画書を書き、履歴書を書き、仕事に応募
し、ディーセント・ワークにアクセスできるようにユースを訓練しま
した。今ではローンを組むなど、あらゆる資金を申請することが
できます。SAICプロジェクトのユースは、よく取り組み、努力して

います。まだこのプロジェクトを必要としているユースが大勢いる
ため、ここで終わって欲しくないと感じています。」

MSC、ユース男性、ジンバブエ

SAICはまた、プログラムに参加したユースの一部に対して、スタート

アップキットと助成金を提供した。可能な場合、COVID-19の期間中

も支援金を提供し、ユースが事業活動を継続できるようにした。

「SAICは金融へのアクセスも支援しており、2021年の

COVID-19のピーク時には、融資や助成金、救済資金を提供し、

ユースを援助しました。これらすべての軽減戦略が非公式部門
に従事するユースを助けたのです。SAICはまた、ユースたちの
製品、PPE(手袋など、感染から守る個人防護具)などを初期の

段階で購入することで、ユースたちのビジネスを支援し、ビジネ
スに携わるユースが多くの手指消毒剤、石鹸を購入しました。」

KII、省職員、ジンバブエ

2.3 ディーセント・ワー
クへのアクセス性
SAICは、各都市の状況において、

CSOやCBOと都市の構造と 間に 、

地元で確立されたつながりを頼り

にした。このプログラムにおいて、

各組織が持つ「背景に関する知

識」を活用することで、都市、特に

スラムにて、都市の関係者が否定

的な見方を受け継いでいる可能性

があることが明らかになった。同様

にして、ユースも地方自治体に対し

て否定的な認識を抱いていた。

ユースは、地方自治体はユースを

支援することではなく、非公式なビ
ジネスを妨害することを主な役割としていると考えていた。そこでSAIC
は、ユースと都市の関係者の双方と協力し、こうした誤解を解き、コミュ

ニティをより安全で包摂的な場所に積極的に変えていくために取り組ん
でいくことにした。

ウガンダでは、ユースの当局に対する受け止め方に変化が見られる

と、実施パートナーは報告している。ユースは現在、当局は、対話がで

き、自身の事業を支援してくれることを理解している：

「この地域では、多くのユースに意識の変化が見られました。 以
前、ユースは、私が名札をつけて通りがかると、逃げていったも

のです。私たちはプランと多くの啓発活動を実施しました。ユース

は、事業登録がとても難しいことだと思っていたようですが、頻繁

に対話を重ねるうちに、簡単だとわかったようです。以前は、ここ

に来るのを怖がっていたユースもいましたが、今では収入を得る

ために事務所に来て、問い合わせることができるようになり、態
度に変化が見られました。」 

KII、地域開発担当官、ウガンダ

ディーセント・ワークを
確保するための新しい
スキルの習得

ディーセント・ワークを
確保するための新しい
スキルの習得
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このプログラムはまた、地方自治体や民間機関とも協力し、ユースの

ニーズやユースとの最適な関わり方について、彼らがよりよく理解でき

るよう支援した。ある地方金融機関は、その慣行を改め、より多くの

ユースがその事業から利益を得られるようになった。

「銀行もその姿勢を変えました。年齢を考慮するのではなく、資
金を提供する前にその人がどれだけの可能性を持っているかを
評価するようになったのです。SAICプロジェクト参加者の多くは

非常に若いですが、貯蓄グループの結成など、プロジェクト活動
の指導を受けた後に事業を運営する可能性があるため、この変
化は有益なものとなっています。」

KII、銀行関係者、ウガンダ

2.4 貯蓄グループ、金融資本へのアクセス、ピ
アサポート
このプログラムでは、プログラム活動に加え、事業計画のスキルにお
いても持続可能性を重視した。これには貯蓄グループの設置も含まれ
た。ユースは、こうしたグループが、長期的に互いをサポートし、自身
のビジネスを確実にするために不可欠であると報告した。

「プロジェクトが始まる前は貯蓄に関する知識のないまま零細経
営をしていました。SAICのプロジェクトは、私のビジネスライフと
財務状況を大きく変えました。今では、UYDELの大型冷凍庫を

導入し、朝夕にお茶とおかゆをお菓子と一緒に売っています。高
収入を得て、家族の面倒を見て、お金を貯め、雇用主となりまし
た。かつてセックスワークに従事していた女の子も雇っています。
彼女は私のところで働くようになりセックスワークをやめました
し、私たちの貯蓄グループにも入ってくれました。」

MSC、ユース女性、ウガンダ

3: ユースの市民参加に関
するプログラム効果

3.1 ユースと都市関係者の対話
都市の回復力は、市民と行政機関の効果的な関係により実現するた
め、ユースと市当局の効果的なコミュニケーションは不可欠である。こ
のため、プログラムの重要な活動のひとつは、ユースが、自身の権利
や市当局と関わるための効果的なメカニズムについて気づくことがで
きるよう、啓発することであった。エチオピアでは、SAIC実施パート
ナーが社会的説明責任プログラムを行い、参加したユースたちから高
い評価を得た。

「社会的説明責任プログラムは、この地域に良い機会をもたら
しました。社会的説明責任の導入後、団体が適切に活動するよ
うになりました。コミュニティとユースは自身の権利を求め始め、
組織も責任を果たすようになりました。ECDは、ユースと政府機

関を結びつけ、自身の権利について求める方法についての技
能訓練を行う上で、大きな役割を果たしました。」

FGD、ユース男性、エチオピア

ユースは、自身が市の意思決定により深く関与するようになったこと

を指摘し、このプログラムの効果を認めている。

「３年前、この地域において、ほとんどの意思決定は地元の自治
体が行っていました。しかし、この３年間で、ユース女性や男性
を含むコミュニティの人々が、プロジェクトの計画や管理、意思決
定、影響力行使に積極的に参加するようになりました。」

FGD、ユース男性、エチオピア

ディーセント・ワークを
確保するための新しい
スキルの習得

ユースが声を上げ、
自ら住む街を形成する
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ユースたちはまた、自分たちが提唱した問題に適切な注意が払われな

かったり、追加措置がとられなかったりした場合でも、どのように対処す

ればよいかがわかるようになったとも述べている。

「以前、私たちが市長に嘆願書を持って行っても、それが実行さ
れることはありませんでした。しかし、SAICの研修で、効果的な

陳情の仕方を教わりました。例えば、陳情書を作成する際には、
陳情書のコピーを３部作成し、MCA 、区長、市長に提出し、陳情

の追跡要求に役立てるなど、従うべきプロセスを知りました。」
FGD、ユース男性、ケニア

他の実施都市でも同様のプログラム実施とその効果が見られ、ユース

は、こうした市民参加のスキルを身につけることで、プログラムが長期

的な変化を生み出すのに役立ったと振り返っている。

全体として、このプログラムは、市民社会におけるユース女性の声を広

めるために、彼女たちの市民参加を促進することに特に重点を置い

た。

「以前はコミュニティの会合に出席したことなんてありませんでし
た。会合は、コミュニティ中でも親世代や年長者のためのものだと
思っていたのです。今はたくさんのユースが参加しています。例
えば、国家予算に関する会議が開かれたとき、出席者の多くが
ユースでした。私は、実際に発言していたユースの一人で、全国
放送のテレビに出て、ハイドパーク・セントピーターズへの道路に
関する問題を提起したこともあります。私が提起した問題は、い
まや国会で議論され、彼らは行動を起こしています。これは、この
プロジェクトがユースに真の変化をもたらしたことを示していま
す。私たちは今、年長者やパートナーの助けを借りずに自ら立ち
上がり、ステークホルダーを巻き込んでコミュニティに真の変化を
もたらすことができます。コミュニティのリーダーたちは私たちを信
頼してくれるようになり、彼らとの関係も良好です。今では私たち
の意見に耳を傾け、コミュニティにおける私たちの重要性を理解
してくれています」。

MSC、ユース女性、ジンバブエ

3.2 ユースに対するステレオタイプ
SAICは、当該都市のステークホルダーがユースのニーズに対し、ユー

スと同じ認識を持っている場合においてのみ、ユースの市民参加スキ

ルを強化する取り組みが、都市空間で効果的に作用すると認識してい

た。プログラムの持続可能性を確保するためには、ユース（および彼ら

の出自）に対する市当局や関係者の否定的なステレオタイプに対処す

る必要があった。プログラムの結果、ユースは当局や関係者の自身へ

の接し方に変化が見られたと報告している。

「プロジェクトが始まる前、地元のリーダーや警察は、ユースを犯
罪者、未成年、社会の役立たず といった否定的な目で見ること

がほとんどでした。彼らはユースの問題に耳を傾けようとはしま
せんでしたが、プロジェクトが始まったことで、彼らは私たちと協
力する方法を学びました。現在、警察、ユース、地元のリーダー
の間には良好な協力関係があります。地元のリーダーは私たち
の問題に耳を傾け、対応するようになりました。以前、ユースは警
察に通報することを恐れていましたが、今では自由に通報し、警
察も対応しています」。

MSC、ユース男性、ウガンダ

3.3 市民参加と都市の回復力
どの国においても、ユースは市民参加を通じて、自身の都市をより良

く、より強靭な場所にすることに貢献していると述べている。例えばエチ
オピアでは、COVID-19のパンデミック時にSAICに参加したことがきっ

かけとなって、以前より参加者が増えたとユースが報告している。

「ユース女性と男性の参加と貢献は、この３年間で増加しました。
市民参加は国の全体的な発展に重要であるため、私たちは、
ユースやコミュニティの生活に影響を与える社会的、経済的、政
治的な問題に参加しました。例えば、特にCOVID-19のパンデ

ミック後、私たちはコミュニティの高齢者や貧困層を支援するため
に、食料品、衛生用品、衣料品を購入するための資金を動員しま
した。同様に、私たちは近隣に街灯を普及させ、暴力のリスクを
減らすために、コミュニティの動員にも積極的に参加しました。ま
た、コミュニティ警察、警察署、女性・子ども局と協力し、当地域の
ハラスメントや暴力に関する問題に取り組んでいます。」

FGD、ユース女性、エチオピア

このような市民参加と都市の回復力は、SDGsを達成するという

SAICの包括的な目標に直接的に貢献する。

ユースや女性は、自身の問題を安
心して役人に話すことができる



21

都市の脆弱性に取り組み、ユースにとって安全で包摂的な都市を実現する

都市研究シリーズ第1報 // 2022年7月発行 

4: 成功と規模拡大への障壁
SAICプログラムの期間中に収集された質的データは、都市空間にお

けるユースの実質的な利益が実現されたことを示唆しているが、実施

パートナーや地方都市当局とのインタビューでは、実施と規模拡大の

障壁も浮き彫りになった。

成功と規模拡大への障壁

1:  家父長的で差別的な社会規範

2: 正義の欠如と変化への拒否反応

3:  COVID-19
4:  限定的な地元の統治機構とサービス

機構との関わり 

4.1 家父長的で差別的な社会規範 
すべての実施都市で収集されたデータによると、暴力の発生と、経済的

な機会が限られていることや、意思決定プロセスで疎外されていること、

公共サービスによる説明責任を果たされていないことなど、ユースに影

響を与える様々な要因との間に、強い関連性があることが示唆されてい

る。このような状況は歴史的に根強く、ユースに対する否定的な見方を
助長したこれまでの政権の政策によって引き起こされたことが多い。

ユースよりも大人や年長者の意見を重視する社会規範も、地元の意思

決定者がユースと協議する度合いに影響を与えていた。こうした見方や

規範は、例えば市の財政機構や警察で働く年長のステークホルダーに、
いまだに影響を与えている。

収集された質的データによると、すべての国や都市において、家父長制

の規範が根強く残っている状況が示唆されている。例えば、数カ国の警

察や公共交通機関の関係者は、女性の服装の選択が性暴力を招く原因

になりうるという考えを述べている。ユースもまた、そのような信念を抱い

ていることを認めており、そのような態度が家庭、コミュニティ、学校で直
接的に強制されていると述べた。

ユース男性は、経済的な活動を行い、家庭の外で役割を担うことが奨励

されていると述べた。対照的に、ユース女性は一般的に外で働くことは
少なく、家庭や身近なコミュニティで働くことの方が多かったという。

4.2 正義の欠如と変化への拒否反応             
SAICプログラムの各都市のインタビュー回答者によると、暴力の防止と
削減の主要な問題は、市当局の汚職や賄賂と関連している。

インタビューに応じたユースは、暴力の事例を報告した後に、追跡調査

を行うための賄賂を役人に渡すことが横行していると述べている。これ

は特に、ハラスメントや性暴力の事例を報告するユース女性のケースで

顕著だった。時間が経つにつれ、女の子やユース女性は、そのような犯
罪を報告することを躊躇するようになった。

ユースは、自身の事業に資金援助を受けるために、市の役人に賄賂を

渡すよう求められたと述べている。このシステムで利益を得ている市当
局は、SAICのプログラムに沿って、こうした行いを改めたり、好意的に

行動したりする意欲がない。その結果、ステークホルダーがプログラム
を支援したがらないことがあると何人かの実施者は指摘している。

すべての当局が現状維持を望んでいるわけではない。だが、根底にあ

る問題が何十年もの間、都市の統治と権力構造を形成してきたことを

考えれば、変化をもたらそうとするステークホルダーであっても、社会
政治的な背景を考慮して、行動しなければならない。

4.3 COVID-19 
COVID-19のパンデミックと、その結果引き起こされた公衆衛生上の措

置（地元のロックダウンやソーシャルディスタンス）の影響は、都市住民

にとってかなりの経済的困難を意味した。混雑した都市の経済活動は

減りし、行商や雑用などの非正規の活動で生計を立てているユースに
圧力をかけた。SAICはプログラムを継続したが、資源は限られていた。

場合によっては、既存のプログラム参加者とそのユースのビジネスを支
援することを優先せざるを得ないこともあった（支援金の提供など）。

4.4 限定的な地元の統治機構とサービス機構
との関わり
インタビュー回答者は、SAICプログラムの主な欠点として、現地の統治

機構とサービス機構の関与と利用が限られていることを挙げた。プログ

ラム実施者は、こうした現地の機構と協働し、ともに活動するよう努めた

が、プランと現地のパートナー組織が、プログラム実施の第一義的な責

任を負った。また、現在のプログラム・サイクルでは、最終的にプログラ

ムの職務を市の役人や組織に引き継ぐことは考えられていなかっ
た。SAICの取り組みを拡大するには、都市におけるより広範な多部門

パートナーシップモデルとともに、このような関与について議論すること

が重要である。
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以下の提言は、プログラムに携わる専門家や、地元コミュニティでプロ

グラムとその効果について議論するユースを含む、調査参加者全員に

よる提案に基づいている。また、プランの技術専門家の意見も、ここで

取り上げている。

ユース、特にユース女性や女の子にとって、都
市をより安全で包摂的なものにするために、プ
ログラムは以下の点に配慮すべきである。

1 複数セクターの協力体制を確立し、教訓を 
効果的に共有すること

暴力が起こるかどうか、また暴力の影響に対処し是正するための行動

が取れるかどうかについては、都市で活動する地元組織や当局が大き
な影響力を持つ。SAIC実施国全体で収集されたデータによると、地方

当局は、ユースが暴力の加害者であるという先入観を抱いていることが

多い。こうした考え方は、ユースと自治体との間に緊張を生み、暴力の
事例を報告しようとするユースにとって問題となっている。

SAICとその実施機関やパートナーは、地方自治体と緊密に協力し、

ユースのニーズや問題について啓発を行った。各国で収集されたデー

タによると、このプログラムで関係者のユースに対する見方が変わって

きた。その結果、都市をユースにとってより安全で包摂的な空間にする
ことに貢献している。

SAICのようなプログラムを支援する現地実施者間の連携とコミュニ

ケーションの強化は不可欠である。プログラムが展開するにつれて、実

施者と現地のステークホルダーは、自身が実施または支援した活動に

関して、特定の専門知識を身につけた。プログラムの活動を改善し、効

果的な規模拡大を実現するためには、教訓を共有する機会や、実施者

やステークホルダー間の良好なコミュニケーションが不可欠である。

2 特定のコミュニティではなく、都市全体 
にプログラムを拡大すること

参加したユースと地元都市の関係者が表明した主な提言は、プログラ

ムの規模を拡大し、その対象を、年配層を含むより多様な人々に広げ
ることであった。SAICの参加者は、プログラムの効果を実感したと述

べている。特に、ユースは頻繁に地域間を移動する可能性が高いた

め、他の年齢層や都市の他の地域への拡大が有益であるといえる。

同様に、地元の関係者もこのプログラムを歓迎しており、このプログラ

ムの拡大により、政府が継続的に行っている、都市全体の回復力を構

築する取り組みを補完できると考えている。

3 公共スペースにおける暴力とハラスメント 
をターゲットとすること

各国のユース女性とのFGDによると、ユース女性は、コミュニティ

の公共スペースや公共交通機関で安全性を感じられないことが多
いという。このプログラムでは、コミュニティに対して、異なるジェン
ダーがさらされうるさまざまな形態の暴力について啓発し、ユース
にジェンダー・ステレオタイプに関する自身の信念を問い直すよう
求めることで、この問題に取り組もうとした。これによって、例えば
交通機関の職員のユース女性への関わり方が変化し、彼女たちが
都市空間をより利用しやすくすることに貢献した。しかし、家父長制
の社会規範は依然として深く根づいており、女性の社会的ネット
ワークは男性とは異なっている（例えば、公共の場が安全ではない
と感じて、家庭で会うことを選択する）。つまり、ユース男性の方が

公共スペースを利用しやすく、その恩恵を受けやすいのである。 

「既存の公共スペースを取り巻く環境は、ユース女性や男性にとっ
て十分なものではありません。ユース女性も男性も公共スペース
を利用するニーズは高いけれど、ユース女性よりもユース男性の
方が恩恵を受けています。ユース男性はよりネットワークを持って
いて、公共スペースに関する情報にアクセスできます。そのため、
既存の公共スペースを利用するのに役立てることができるので
す。ユース女性は、ほとんどの時間を家で過ごし、既存の公共ス
ペースを利用することは通常ありません。」

FGD、ユース女性、エチオピア

4 ユースの主体性を強化すること 
都市空間への参加を効果的なものにするためには、ユースのスキ

ル、自尊心、尊厳などの主体性を強化することが重要である。ウガン

ダでこうした問題に関する研修に参加したユースや実施者は、それが

ユースの市民参加能力の向上に貢献したと感じている。

「自尊心に関する研修のおかげで、議長のオフィスでコミュニ
ティのための陳情をする自信がつきました。私個人としては、
SAICプロジェクトでリーダーシップを身につけました。私は選挙

に出馬して当選し、今ではコミュニティの評議員になっていま
す。社会がユースである私を信頼した初めてのことです。」

MSC、ユース男性、ウガンダ

直接的な訓練であれ、間接的な行動であれ、このような能力育成の効

果は明らかである。それは、どの国においても、市民グループやユース

協会に現在参加していることを説明するユースの姿や、自身が関心を

持っている問題について変化を求める能力を説明するユースの姿に明

確に表れている。

「プロジェクト活動に参加した私の主な成果は、私がYCDIの創設
者として登録する機会を得たことです。YCDIはユース主導の団

体で、コミュニティの発展、女の子のエンパワーメント、意思決定
への影響力、コミュニティの安全を確保するための取り組みに重
点を置いています。」

MSC、ユース男性、ジンバブエ

「このプロジェクトは私たちに力を与えてくれました。私たちのコミュ
ニティで何かあった場合、私たちは報告することができます。例え
ば、先月、４人が暴力やハラスメントの被害を受け、２人が命を落
としました。安全なコミュニティの擁護者として、コミュニティのメン
バーを含む、私のコミュニティの他の安全支持者たちとともに、コ
ミュニティの安全確保の道を切り開くよう、地元の議長に働きかけ
ました。」

MSC、ユース女性、ウガンダ

提言
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